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研究成果の概要（和文）：本研究では、3つの方向からのアプローチした。飯島は、「調整的視座」からのBPM方法論DE
MO注目して、基礎理論構築のための準備を行った。これにもとづき、DEMOモデルにもとづくシミュレーションを行うた
めの変換について定式化した。末松は、ビジネスプロセス志向性の強化およびそのための実態把握と明示化を目的とす
る研究を行い、36組織の約100の会議について調査した結果、会議管理技術と企業のパフォーマンスの相関関係は非常
に強いことを示した。妹尾は、組織科学と知識創造の観点からビジネスプロセスを分析するための変数の絞り込み、お
よびケース教材を開発するための事例選定とデータ収集を実施した。

研究成果の概要（英文）：The theme of the study is "modeling of business processes focusing on linkage of  
'people'". Our approach has three folds. With business process modeling methodology DEMO attention from " 
coordination perspective " , Iijima was ready for the basic theory construction based on mathematical form
alization. And he formulated for the conversion from DEMO model into discrete event system(DEVS) and Petri
Net to perform the simulation on the basis. Suematsu conducted research to clarify the actual situation fo
r the enhancement and business process. And he investigated the meeting of about 100 of the 36 organizatio
n. He showed Correlation between Meeting management technology and Firm Performance is very strong. Senoo'
s research division has conducted the data collection and case selection for the development of case mater
ials and refine , the variable for the analysis of business processes from the point of view of knowledge 
creation and organization science. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者の飯島と研究分担者の妹尾は、

IT 投資対効果に関する研究を、基盤研究（A）

「IT投資と経営成果に対する組織特性の役割

と価値に関する研究」（課題番号：20243024、

平成20年度〜平成22 年度)で3 年間進めてき

た。その結果判明したことは、組織特性とし

ての「ビジネスプロセス志向性」が、IT 投資

を経営成果につなげる鍵となっているという

事実であった（根来・経営情報学会編著、『CIO 

のための情報・経営戦略』（第５章）、2010）。 

この結果を踏まえ、本研究では、ビジネスプ

ロセス志向性を実現するための⼿段としての、

ビジネスプロセスの管理について、特に、ビ

ジネスの主役である「ひと」の意図に注⽬し

たアプローチに焦点を当てようと考えた。 

ところで、Keenによれば、ビジネスをプロ

セスとして⾒るという観点は、⼤きく、ワー

クフロー的視座と調整的視座に分けることが

できる（P.G.Keen etal., Every Managerʼs 

Guide to Business Processes, Harvard 

Business School Press, 1996）。ワークフロ

ー的視座の代表例は、Hammerらによる、「プ

ロセスとは活動のまとまりであり、1種類以上

の⼊⼒を持ち、顧客に対する価値を持つ出⼒
を創出するものである」（Hammer etal., 

Reengineering the Coorporation:A 

Manifesto for Business Revolution, 

Hapercollins, 1993）という⾒⽅である。⼀
⽅、調整的視座の代表例は、「プロセスとは、

ある活動の中に含まれるひとや機械の間の⾏
為の調整を表したものである」（Fernand 

Flores, Offering New Principles for a 

Shifting Business World, Business 

Design Associates, Emeryville, 1992）とい

う⾒⽅である。 

ビジネスは⼈間活動から構成されているの

で、チェックランド（P.Checkland, Systems 

Thinking Systems Practice, 1999, John 

Wiley & Sons）のいう⼈間活動システムであ

るにもかかわらず、現在主流となっているビ

ジネスプロセスのモデル化⼿法は、ワークフ

ロー的視座に⽴った、⼈間も⼀つの「資源」

と⾒る⾒⽅に⽴っており、単なる情報処理と

意思決定とが区別されないで取り扱われてい

る。⼀⽅、調整的視座に⽴ったビジネスプロ

セスのモデル化⼿法の代表的なものとして、

デルフト⼯⼤（オランダ）のJan Dietz 名誉

教授が提案しているDEMO ⽅法論がある。 

DEMO ⽅法論は、ビジネスにおける意思決定

に注⽬し、「ひと」の「意図」に焦点を当て、

ビジネスプロセスをモデル化する⽅法論であ

る。 

研究代表者である飯島は、数年前からこの⽅
法論に注⽬し、平成21 年9 ⽉にウルム（ドイ

ツ）で開催されたビジネスプロセス管理に関

する国際会議（BPMʼ09）において、Dietz 教

授（当時）と意⾒交換をし、その後、平成22 年

1 ⽉に同⽒を⽇本に招聘し、シンポジウムを

開催した。このシンポジウムは⼤変⼤きな反

響を浴び、その後、我が国を代表する複数の

企業との共同研究が進められている。さらに

飯島は、平成22 年5 ⽉にデルフト（オランダ）

で開催されたDEMO に関する国際会議に、研究

分担者である妹尾とともに参加し、今後の共

同研究について、オランダ、スイス、ベルギ

ーなどの研究者と意⾒交換を⾏っている。 

 
２．研究の目的 

本研究は、IT 投資対効果の向上のためには、

ビジネスをプロセスとして捉えるという観点

が必須であるという前提に⽴ち、従来のビジ

ネスプロセスのモデル化に⽋けていた、「ひ

と」のつながりに焦点を当ててモデル化を⾏
うための⽅法論の確⽴を⽬指し、厳密な学術

的基礎にもとづいた理論構築とともに、その

サポートツールの開発を⾏い、具体的なケー

スへの適⽤により、その有効性を⽰すことを

⽬的としている。 

 

３．研究の方法 



ビジネスプロセス志向性が、企業業績に正

の影響を与えることは、2001 年にすでに

McCormack が⽰している（K.P.McCormack, 

W.C.Johnson, Business Process 

Orientation,2001, St.Lucie Press）。これ

にもとづき、研究代表者の飯島は、⽇本BPM 協

会と共同で、ビジネスプロセス志向性とIT 投

資対効果の関係について、2008 年に⼤規模な

調査を実施した。その結果、プロセス志向⼟
壌の豊かな企業は、プロセス志向⼟壌の貧し

い企業に⽐べ、IT をうまく使っている企業の

割合が多いことが明らかになった。 

さらに研究代表者の飯島は、｢イノベーション

経営研究会」(事務局：⽇本情報システム・ユ

ーザ協会、NTT データおよびNTT データ経営

研究所)の座⻑として、2010 年にイノベーシ

ョン経営とビジネスプロセス志向性の関係に

ついても⼤規模調査を⾏った。その結果、ビ

ジネスプロセス志向性の⾼い企業ほど、変⾰
を促進する意識が⾼く、実際に⾏動に移して

いることが明らかになった。 

この前提にもとづき、本研究では、①DEMO ⽅
法論の数理的形式化にもとづく基礎理論の構

築、②展開した基礎理論にもとづく、DEMO モ

デリングで⽤いる様々なソフトウェアの開発、

③開発したソフトウェアを⽤いたビジネスプ

ロセスのモデル化を⾏う。 

ここで、①の数理的形式化とは、たとえば、

⼊出⼒システムを⼊⼒集合X、出⼒集合Y の間

の数学的関係、すなわちS⊂X×Y として表現

するといった、数理的システム理論にもとづ

いた、記号を⽤いた厳密で論理的な論理展開

を意味している。また、②のDEMO モデリング

で⽤いるソフトウェアとしては、モデル描画

ツール、⾃然⾔語によるビジネスプロセスの

記述からモデルを⽣成するツール、さらに、

ビジネスプロセスのシミュレータなどがある。

③のモデリングの対象となるビジネスプロセ

スとしては、研究分担者が調査しているもの

の他、研究協⼒者が関与しているものも含め、

主に、⽇本的なビジネスプロセスを予定して

いる。 

平成23 年度は、DEMO ⽅法論の数理的形式

化にもとづく基礎理論の構築を⾏う。ベース

となる著作として、Jan Dietz のEnterprise 

Ontology(2006, Springer)がある。ただ、こ

こでは、形式化への試みは⾏っているが、⼗
分な理論展開はできていないため、プロセス

シミュレータなどのDEMO ⽅法論にもとづい

たツールの開発は、ほとんど⾏われていない。

研究代表者の飯島は、数理的システム理論を

専⾨の⼀つとしているため（⾼原・飯島、『シ

ステム理論』、共⽴出版社、1985）、数理的

形式化を推し進めることによる、基礎理論の

構築は⼗分可能である。また、現在、DEMO ⽅
法論は第3 世代のものが⽤いられているが、

2006 年時点では第2 世代のモデリング⽅ 

法論について記述されているため、若⼲の修

正が必要である。これについては、適宜Jan 

Dietz教授と連絡を取り合い、研究を進めてい

く。DEMO ⽅法論については、すでに様々な論

⽂が出ているが、これらについては現時点で、

論⽂集などいくつかの著作を除きほとんど⼊
⼿済みである。これらの⽂献にもとづいて、

基礎理論の構築を⾏うことと並⾏して、平成

23 年度には、24 年度以降のソフトウェア開

発で⽤いるための、開発ソフトウェア群およ

びハードウェアを購⼊する。 

平成24 年度以降は、展開した基礎理論にも

とづく、DEMO におけるモデリングで⽤いる

様々なソフトウェアの開発、開発したソフト

ウェアを⽤いたビジネスプロセスのモデル化

を⾏うことである。DEMO におけるモデリング

で⽤いる様々なソフトウェアには、主なもの

として、モデルの描画ツールおよび、⾃然⾔
語（英語または⽇本語）によるビジネスプロ

セスの記述から、半⾃動的にモデルを⽣成す

るツール、さらに、構築したモデルを⽤いた

ビジネスプロセスのシミュレータの３つのソ

フトウェアがある。これらのソフトウェアの



開発が、平成24 年度以降に計画しているもの

のひとつである。 

 

４．研究成果 

本研究は、IT 投資対効果の向上にのために

は、ビジネスをプロセスとして捉えるという

観点が必須であるという前提に立ち、従来の

ビジネスプロセスのモデル化にかけていた、

「ひと」のつながりに焦点を当ててモデル化

を行うための方法論の確立をめざし、厳密な

学術的基礎にもとづいた理論構築と共に、そ

のサポートツールの開発を行い、㛏たち的な

ケースへの適用により、その有効性を示すこ

とを主な目的としていた。研究成果として、

モデリングツールおよびシミュレータにつ

いては、DEMO モデルをツールを p用いて描画

したのち、それを離散事象シミュレーション

モデルへ変換するツールの開発を完了した。 

これについては、5月 4日～8日にかけて行

われた EEWC2014 において発表し、大変な反

響があった。 

書籍の発行については、現在 3 冊を執筆中

であり、年内に発行予定である。これらの書

籍には、いくつかの企業事例が題材となって

いるため、特にケース教材は作成しなかった。

3月 5日に、ビジネスプロセス管理と IT 活用

力フレームワークとの関係について議論す

るシンポジウムを開催した。 
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